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近年、世界の特許文献において、日本語以外の言語で

記載された外国特許文献の割合が急増している。特に中

国特許文献及び韓国特許文献（中韓文献）の増加が著し

い。1997年には世界の特許文献の15%であった中

韓文献が、2012年では60%を占めている 1。中韓文

献を審査官及び外部ユーザーが容易に調査できる環境を

実現しなければ、不十分な先行技術文献調査による権利

の安定性の低下に加え、日本企業が進出先において現地

企業から訴えられる可能性の増大等のリスクが高まるお

それがあることから、機械翻訳等を活用した日本語によ

る中韓文献の検索環境の整備が喫緊の課題である。

この課題に対応すべく、特許庁は、中韓文献の機械翻

訳による日本語全文テキストを作成し、日本語による全

文テキスト検索を可能にするシステムを2015年 1月

にリリースする予定である。

このシステムのサービスや機能について、以下に紹介

する。なお、現在、設計・開発中であるため、変更があ

り得る。

1	 世界で発行された特許文献（実用新案も含む）を言語別に
整理し、重複を排除したもの。複数の国に出願され、公開
された同内容の特許文献について、日本語があるものは日
本の特許としてカウント。日本語がない場合は、米国（英
語）、欧州（英語、仏語、独語）、韓国（韓国語）、中国（中
国語）の順で該当する国・地域（言語）の特許文献として
カウント。

（1）機械翻訳

中国特許出願公開公報、中国特許公報、中国実用新案

公報、韓国特許出願公開公報、韓国特許公報、韓国実用

新案公報を日本語翻訳し、蓄積する。つまり、文献の照

会時に随時翻訳するのではなく、予め翻訳をして蓄積す

る。いずれの公報も2003年以降発行されたものが対

象となります。蓄積文献数は、リリース時が約800万

件、その後毎年200万件程度の文献を追加する見込み

である。

（2）検索

検索機能としては、発行国・発行種別・文献種別の指

定、公知日などの日付範囲検索、翻訳文のフルテキスト

検索、IPC検索等が可能となっている。

また、文献番号による文献番号索引照会も可能である。

（3）表示

翻訳文の表示、原文テキスト表示が可能である。原文

イメージを見るためにEspacenetへのリンクボタンも

設けられている。

翻訳文の表示では、フルテキスト検索で使用された

キーワードがハイライト色でキーワードハイライトされ

る。

中韓文献翻訳・検索システム
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1 はじめに 2 サービス概要
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（1）機械翻訳

機械翻訳では、新しく出てきた専門用語等への対応を

実施することとなっている。

具体的には、機械翻訳する際に機械翻訳辞書に登録さ

れていないと検出された未知語情報や、利用者及び誤訳

パトロールにより報告された誤訳等の情報に基づいて、

辞書の改版や翻訳メモリ等への追加登録、翻訳エンジン

のパラメータ調整等を行う。これにより辞書及び翻訳エ

ンジンが改善され、新しく出てきた専門用語等にも対応

することができるようになる。

また、中日の機械翻訳辞書は英日の辞書ほど利用でき

るものが多くないため、中日のパテントファミリー等か

ら対応する中日の単語対を機械的に抽出し、それを人手

で確認することによって特許文献に特化した辞書を新た

に作成し、これを本サービスの機械翻訳辞書として使用

している。

作成された翻訳文は、以下の検索・照会によるサービ

ス提供の他、バルクのデータとしての提供も予定されて

いる。

（2）検索

図1の検索画面で検索式を作成する。

検索式作成は、詳しく無い方でも比較的簡単に検索で

きるように、検索項目を選択し検索キーワードを入力す

ることで作成できるようになっている。図1では、「フ

リー検索条件」に4つの項目（4行）が表示されてい

るが、行を追加することができる。NOT検索は別途設

けた「NOT検索条件」に入力することで実行できるため、

複雑な検索式を作成し易くなっている。

3 サービス詳細

図１　検索画面
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図２　翻訳文表示画面

その他、拡張NOT検索、近傍検索、異表記展開（カ

タカナ、ひらがな、アルファベット）が可能となって

いる。拡張NOT検索とは、例えば、検索条件「ログ」、

否定条件「プログラム」で検索すると、文献中に「ログ」

を含む単語が「プログラム」だけである場合はヒットせ

ず、文献中に「ログ」を含む単語が「アナログ」と「プ

ログラム」の2つがある場合はヒットする。

それぞれの機能について不明な点があれば、アイコン

や「?」マークにマウスオーバーすることで、説明文が

表示される。

（3）表示

照会画面では、左側に翻訳文、右側に図面が表示され

る。
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翻訳文の表示では、検索式で指定した語句が検索項目

毎に色を変えてキーワードハイライトされる。また、図

面は拡大縮小表示が可能となっている。

右上の「原文イメージ」ボタンを押下すると、

Espacenet により原文イメージを照会できる。また、

「原文テキスト」ボタンを押下すると、ロボットアクセ

ス防止のための認証機能を経た後、以下のように原文の

テキストデータを照会できる。

機械翻訳の技術は発展途上であり、機械翻訳文から原

文の文意がただちに分からない場合も想定される。特に

中国文献の日本語への翻訳は、英語や韓国語から日本語

に比べて精度が高くない。しかし、中国語又は韓国語を

読める審査官及びユーザーは少ないことから、本サービ

スにより中韓文献へのアクセス性が向上することが期待

される。

図３　原文表示画面

4 おわりに


